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自動間歇排尿装置(ブ ラ ドマン)の

Kock回 腸膀胱への使用経験について

大阪市立北市民病院泌尿器科(医 長;森 川洋二)

田 中 重人,森 川 洋二

A TRIAL OF THE BLADDER ASSIST DEVICE (BLADMAN) 

 ON KOCK CONTINENT ILEAL URINARY RESERVOIR

Shigeto Tanaka and Yoji Morikawa

From the Department of Urology, Osaka Municipal Kita Hospital

   A patient, who underwent total cystectomy and urinary diversion with the Kock pouch, was 
trained to use the Bladder Assist Device (BLADMAN) to augment the Kock continent Heal 
urinary reservoir. BLADMAN is a device to provide an intermittent drainage system, which 
simulates the  normal periodic filling and emptying of the bladder of a patient with indwelling 
catheter. On the 16th day after starting the pouch augmentation with BLADMAN, the pouchgram 
of the patient revealed a pouch capacity of 450 ml. BLADMAN is considered to be a useful device 
for the augmentation of Kock continent ileal reservoir.

(Acta Urol. Jpn. 36: 83-86, 1990)
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緒 言

1982年 に,ス ウ ェーデ ンのKockら1)の グル ー プが

報 告 したcontinentilealresorvoir(Kockpouch,

Kock回 腸 膀 胱)に よ る尿 路 変 更 術 は 尿 を 体 内 で

一 定量 貯 留 した 後 ,体 外 に 排 出 で き る手術 と して画 期

的 な もの で あ る.さ らに,Skinnerら2)を 初 め とす る

手 術 の改 良 が行 わ れ 手術 成 績 も向上 して い る.体 内に

作成 され たpouchは,術 後一 定 容量 に まで拡 大 す れ

ぽ間 歓 的 自己導 尿 を 行 うわ け で あ るが,そ の 訓練 方 法

はpouchに 留 置 した カ テー テル の定 期 的 な クラ ンプ,

開放 に よる もの で あ る.

今 回わ れ わ れ は,Kockpouchの 拡 張 訓練 に圧 力

応 答 型 の 自動 間 敏排 尿 装 置(ブ ラ ドマ ン)を 用 いた の

で報 告す る.

対象および方法

1.対 象 患 者

1988年ll月28日,51歳 男 子 の膀 胱 腫瘍 患 者 に対 して

膀 胱 全摘 術tKockpouch形 成 術 を施 行 した,術 後

10日 目に 尿管 ス プ リン トを 抜 去 し,14日 目 よ りpouch

内に 留置 した18Frス リー ウェイ フ ォ リー カテ ー テ

ルに ブ ラ ドマ ンを接 続 し,pouch拡 張 の ため の 訓 練

を開 始 した.

2・ 装 置 の設 定

Pouch内 に 留置 した18Frス リー ウェ イ カテ ー テ

ルに,微 小圧 力 セ ンサ ー(DP-15-32,Validyne)と

ブラ ドマ ンを接 続 した(Fig.1).微 小 圧 力 セ ンサ ーは

シ リコ ンチ ュ ー ブ(内 径3mm)を 介 して,ブ ラ ドマ

ンは排 尿 チ ュ ー ブを 介 して接 続 した.圧 力 セ ンサ ーは

ベ ッ ト臥 床 時,患 者 の恥 骨 上 縁 と同 じ高 さに 設 定 し,

ブ ラ ドマ ンは 恥 骨上 縁 よ りそ のサ イ ホ ンヘ ッ ド(内

管 上 端部)が 恥 骨上 縁 よ り20cm高 い位 置 に くる よ

うに ブ ラ ドマ ンホル ダーを 用 い て,ベ ッ ト柵 に 固定 し

た.

ブ ラ ドマ ン装着 時 の サ イ ホ ン流動 に 伴 うpouch内

圧 の変 化は この セ ンサ ーに よ り測定 され,得 られた 圧

力 デ ータを 測 定 用 パ ー ソナル コ ン ピュ ー タ ー(HC-

40,EPSON)に 経 時的 に 取 り込 ん だ .ブ ラ ドマ ン装

着 時 の尿 量 お よ びそ の 間 敏排 尿 パ タ ー ンは 電子 天 秤

(LF-6000R,村 上衡 器)の 上 に 蓄尿 タ ンクを乗 せ,そ

重 量増 加 を経 時的 に 測 定 し,得 られ た デ ータを 上 記 コ

ンピ ュー タ ーに取 り込 ん だ.な お,本 自動計 測 シス テ

ムに お い ては,29/sec以 上 の排 尿 量 増 加の あ った時

点 の30秒 前 か ら,尿 量増 加 の な くな る時点 ま での記 録

を 行 う検 出 計測 に よ り行 った.
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Fig.1. SchematicdiagramofBLADMANsystemintrainingfortheaugmentation

ofthepatientwithKockpouchurinarydiversion
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Fig.2.UrodynamicsofthepatientwithKock

pouchurinarydiversionbyuseof"

three-waycatheterandBLADMAN

結 果

ブ ラ ドマ ン装着 下 の 排 尿動 態(排 尿 量,排 尿 間 隔,

pouch内 圧)を 自動 計 測 した.同 装 置 装 着下 のpouch

内圧 は 排 尿 直 前 に 急 激 な 圧 力 上 昇(50～100cm

H20)が み られ,排 尿 開 始 と と もに急 激 に低 下 し,12

cmH20に 落 ちつ く挙動 を示 した(Fig.2).こ の 時

の排 尿 量 は130gで あ った.排 尿直 前 の 急激 な 内圧

上 昇は臥 床 時 に お け るわ ず か な体 動,咳 や 会 話 な どに

よ る腹圧 の変 化 に よる もの で,ブ ラ ドマ ンの サ イ ホ ン

作 動 の 引 金 とな って い る と考 え られ る.

Pouch容 量 の 経 日的 変 化 をみ る と,1回 ご との排 尿

重量 に は か な りの ば らつ きが認 め られ る.こ れ は臥 床

時 に お け る腹 圧 の変 化 に よ り20cmH20のpouch
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内 圧 に 相 当 す るpouch容 量 に達 す る 前 に ブ ラ ド

マ ンが 作動 した ため と考 え られ る.し か し,そ の 最 大

排 尿 重 量 の推 移 で は,ブ ラ ドマ ン装 着 後2日 目で150

9,7日 目で1859,14日 目で2609と な りpouch容

量は20cmH20の 一定 圧 力 負荷 に よ り経 日的 に 増

加 した こ とが認 め られ た(Fig.3).

ブ ラ ドマ ン装着 後16日 目にpouch造 影 を 行 った が
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pouch内 圧40cmH20で の 容量 は450mlで 尿 管

への逆 流 も認 め られ な か った(Fig.4).ま た,pouch

内圧 測定 にお い て,容 量 の増 加に 伴 いspike様 の 内

圧上 昇が 数 回認 め られ た が,40cmH20を 越 え る こ

とは なか った(Fig.5).

なお,今 回 のpouch訓 練 中,発 熱,右 側 腹部 不 快

感(pouch部 痛),stomaよ りの尿 漏 れ な どは認 め

られ なか った.

プ ラ ドマ ン装 着 後19日 目に カテ ー テル を抜 去 し,以

後患 者 自身 に よる 自己導 尿 を 行 って い るが,夜 間導 尿

す る こ ともな く十 分 なpouch容 量 が得 られ て い る.

考 察

ブラ ドマ ンは 同心 軸型 サ イホ ン構 造 を もつ 自動 膀胱

洗 浄 シ ステ ムで あ る.本 装 置 は サ イ ホ ンの 原理 に依 拠

した もの で,一 切 の 電気 的,機 械 的 な駆 動 また は 制 御

機 構を 有 しな い こ とを特 徴 とす る安 全 か つ 安価 な デ1

スポ ーサ ブル タイ ブの 医療 用 具 で あ る3).本 装 置 が 尿

道 留置 カテ ー テル患 者 の 尿路 感 染症 に対 して有 用 か つ

安 全 であ る こ と は す で に 報 告 され て い る4)ま た,

1958年 に土 屋 らは プ ラ ド7ン に 類 似 した サ イホ ン型構

造 を有 す る導 尿 装置(Sharbaro-Seitchik-Martin式

干 満導 尿装 置)が 脊 髄 炎性 横 断 麻 獅 に起 因 す る神 経 因

性 膀胱 の 治療 に有 効 であ る こ とを 報告 して い る5).今

回,わ れわ れ が ブ ラ トマ ンのKockpouchの 術 後 訓

練 への 応用 を試 み た の は,本 装 置 が 圧 力 応 答 型 で あ

り,pouchに 対 して 一 定の 圧 力 を か け る こ と に よ り

pouch壁 を伸 展 で き る と考 えた か らで あ る.

従来 のKockpouchの 術 後 訓 練方 法 で は術 後2週

目よ りpouch内 留 置 カテ ー テル を1時 間 クラ ンプ,

3週 目よ り2時 間 クラ ンプ と し,pouch容 量が200

ml以 上 とな れ ば留 置 カ テー テ ルを 抜去 し間 歓的 自己

導 尿を 開 始 して い る.

しか し,McGuireの 神経 因 性 膀胱 に お け る研 究 に

よれ ば40cmH20以 上 の静 止 内圧 を示 すnon-com-

plianceの 状 態 では 上 部 尿路 に 悪 影 響を もた らす こ と

が報 告 され て い る6).Kockpouchはnipplevalve

に よ り尿 管 へ の逆 流 防 止 が な され,し か も 低 圧 性

reservoirで あ り通 常20cmH20以 下 の 内圧 を 示 す

とされ てい る7).し か しpouch訓 練 の 早 期に お い て

はpouch壁 の伸 展 も不 十 分 で あ り,少 な い容 量 で の

過 度 の 内圧 上 昇が 懸 念 され る.事 実,今 回 の試 み に お

て も ブラ ドマ ンの サ イホ ン作 動 の 引 金 とな る体 動 等 に

よるpouch内 圧 の 上 昇は100cmH20を 越 え る こ

とが度 々測 定 され た.す なわ ち,pouch壁 の 伸 展性

が不 十 分 でcomplianceの 低 い時 期 に 留 置 カ テ ーテ

Fig.4.Pouchgramrevealingnoureteralreflux
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ルを クラ ソプす るこ とはpouch自 身 が急 激 な 内圧 上

昇 を緩 和 す る こ とが で きな いだ け に,上 部尿 路 へ の 障

害 を引 き起 こす こ とが 予 測 され る.そ の た め,時 間排

尿 よ りは む しろ 内圧 に依 存 した 排 尿 を行 うべ き と考 え

られ る.こ の意 味 に お いて ブ ラ ドマ ンは圧 力応 答 型 の

サ イ ホ ン構 造 を有 して い るの で,pouch内 圧 の過 度

の 上 昇を 予 防す る一種 の安 全弁 の役割 を果 たす と考 え

られ る.

今 回,20cmH20の 一定 圧 をpouchに 加 え た が

pouch容 量 は ブラ ドマ ン装 着 後16日 目で450mlを

示 し20cmH20の 低圧 負荷 で もpouch壁 は十 分 伸

展 す る こ とが確 か め られ た.し か し,ブ ラ ドマ ン装 着

中,患 者 は ベ ッ ト上 に臥 床 しな けれ ば な らず,患 者 の

行 動が 著 し く制 限 され た,そ の ため ブ ラ ドマ ンを用 い

たpouch訓 練 で は,患 者 の理 解 と協力 が 大 切 で あ り,
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場 合 に よって は精 神的 負 担 に な る と も考 え られ る.事

実,今 回の 場 合 にお い て も満 足 の い くブ ラ ドマ ンに よ

るpouch訓 練 が で きた のは,Fig.3か ら も判 る よ う

に 夜 間の 就 寝 中 であ った.今 後,ブ ラ ドマ ンを用 い た

Kockpouchの 術 後拡 張 訓 練 を よ り効 率 よ く行 うに

は,ス リー ウ ェイ カ テー テ ルの 注液 ライ ン よ り洗 浄 液

を 滴下 注 入 し,pouchの 拡 張 訓 練 を夜 間 の 短時 間 に

集 中的 に 行 う方 法 が よい と考 え られ る.

結 語

自動間欺排尿装置(ブ ラドマン)をKockpouch

の術後拡張訓練に用いた.20cmH20の 一定圧の負

荷によりpouch容 量は経 日的に増加し,ブ ラドマン

装着後16日 目で450m1と な り順調な容量増加が得ら

れた.ま た,同 装置装着による副作用は特に認めなか

った.ブ ラドマンは圧力応答型の装置 であるため

pouch壁 の伸展性が不十分な時期に過度の内圧上昇

を予防する安全弁となると考えられる.現 状ではブラ

ドマン装着により患者の行動を制限する不利な点もあ

るが,使 用方法を改良すれぽさらに効果的なpouch

壁の拡張が可能と考えられる.
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